公共政策コンペ政策提言提出用書式

	チーム名・代表者氏名
	九州男児チーム・今別府隆宏

	発表テーマ
（５０字以内）
	「九州はひとつ」という一体感の醸成のため、「九州男児」をコンセプトとした事業実施の提案

	A4用紙10枚以内で、以下の項目を必ず含めてまとめてください。

1. 問題・課題：提言が解決を目指す社会の問題や課題とその背景。なぜその問題や課題に取り組むべきなのか。

2. 目的：提言が目指すものは何なのか。

3. 提言内容の根拠や検証（方法と結果）：提言することの根拠を示すための方法。提言内容を導くために活用した方法や、具体的な提言を検証したものであれば検証の方法とその結果

4. 提言内容：具体的かつ明確に。

5. 考察：期待される効果、実現可能性、限界や乗り越えるべき課題とその対処方法など。


【問題・課題】

提言が解決を目指す社会の問題や課題とその背景。なぜその問題や課題に取り組むべきなのか。
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〔道州制に関する最近の動向〕
　◆２００８年１０月に道州制の「九州モデル」を九州地域戦略会議が公表。

・　国と道州の関係を「重層型から分離型」へ転換する。そして、内政に関する事務の

多くは道州が担当する。

· 現行制度では、企画立案が国で、地方自治体は執行と分けられているが、九州モデ

ルにおいては、広域行政の企画立案から執行までを一貫して「道州」が担う。

◆「地域主権戦略大綱」に掲げられた「国の出先機関の原則廃止（抜本的な改革）」
・　平成２２年１０月１８日「九州広域行政機構（仮称）の設立を目指して」を九州地方知事会において合意

　・　合意内容は「国の出先機関の事務・権限・人員・財源等について『丸ごと』受け入れる決意であり、これを自らの手で運営すべく『九州広域行政機構（仮称）』の設立を目指す」というもの。

　・　２０１０年１２月１８日「アクション・プラン～出先機関の原則廃止に向けて～」が閣議決定された。内容は、「出先機関の事務・権限をブロック単位で移譲することを推進するための広域体制の枠組作りのため、所要の法整備を行う」、「出先機関単位で全ての事務・権限を移譲することを基本とする。全国一律・一斉の実施にこだわらず、広域で意思統一が図られた地域からの発意に基づき移譲する仕組みとする」、「平成２４年通常国会に法案を提出し、準備期間を経て平成２６年度中に事務・権限の移譲が行われることを目指す」とされている。
・　九州広域行政機構について、道州制導入を前提として考えるのは早計であり、広域行政機構は国の仕事の受け皿を目指すことが中心であって、道州制は県の役割を広域的に見直すもので質が違うという説明がされている。一方で、機構による事務・権限の移譲は道州制に向けた布石になるものだと発言している知事もいる。れているるいるべきであるものの、移行













































































































〔道州制移行における課題〕
· 住民の理解と支持

・　平成２１年６月２日『「九州が目指す姿、将来ビジョン」及び「住民及び国の関心を高めるためのＰＲ戦略」について』（報告書）が九州地域戦略会議より出されている。
・　目次は以下のようになっている。

1． 九州が目指す姿、将来ビジョン

2． 「住民及び国の関心を高めるためのＰＲ戦略」の策定

3． 今後の課題

　つまり、道州制度における今後も検討を継続すべき課題とは別に、ＰＲ戦略が存在し、住民の関心の薄さが現時点での大きな課題であることが伺える。
・　同報告書ｐ２５からの抜粋

道州制を実現するためには、住民の理解と支持が何よりも重要であり、それには道州制に対する国民的な議論を喚起する取り組みが必要となる。これまで、実施された道州制の講演会やシンポジウムの参加者からは、①なぜ道州制の議論をしているのか　②道州制とは何か、また道州制で住民の暮らしや企業事業環境はどう改善されるのかということについて、わかりづらいという声が多く、このことが住民の道州制に対する関心の高まりが弱いことに繋がっていると思われる。
・　上記報告書に記載されている関心の高まりの弱さについての仮説は妥当であると思われるが、これまで都道府県制に応じた居住域の決定や事務処理上の対応を求められてきた住民にとって、そもそも、九州という地域単位での思考フレームが存在しないのではないだろうか。九州という地域を身近に、親しみを持って感じてもらうことが必要ではないかと考える。
【目的】

提言が目指すものは何なのか。

１．道州制移行に向けたインフラ整備の推進
住民自身の九州への関心は、道州制移行に向けたインフラである。九州地域戦略会議では、「住民及び国の関心を高めるためのＰＲ戦略」において「九州の一体感を醸成するため、（中略）県境を越えた政策連合による事業を積極的に支援する」としている。
確かに、政策連合は一体感の醸成への寄与度が高く、制度議論に終始することなく実践により九州という単位でまとまる必要性を実証しようとする意義深いものであると思われるものの、行政施策のＰＲはとても浸透しにくく、対象も限られる傾向にある。

この壁を越え、わかりやすさと親しみやすさにより九州への関心を高めてもらうことをこの提案での目的としている。

　　

２．地域振興への取組み
　　九州地方では、全国に先行して人口減少期に移行しており、今後も人口減少と高齢化がさらに進展すると予測されている。こうした背景の中、地域の伝統行事等の担い手が減少し、行事そのものを継続していくことが困難となる状況も散見される。その為、この提案では、九州内での観光的な人の動きを促進し、地域で催される行事等へ九州に住む人と九州を訪れた人が一緒に参加することを通じて活性化することを目的としている。
【提言内容の根拠や検証（方法と結果）】

提言することの根拠を示すための方法。提言内容を導くために活用した方法や、具体的な提言を検証したものであれば検証の方法とその結果
〔九州全体に受け入れられるシンボル〕
　九州に住む誰もが違和感なく受け入れることができるシンボルを探してみると、その条件に合致するキーワードとして「九州男児」が浮上する。他にこの条件を満たす適当なキーワードがないことを証明する根拠、検証はないものの、九州を冠し、かつ全国的にも認知度の高い言葉であるため、他に適当な言葉（概念）は見あたらないことは概ね了解を得ることができるだろう。
〔九州男児の可能性〕
　　九州男児という言葉に多くの住民がマイナスのイメージを喚起するのであれば、事業コンセプトにすることは適当ではない。そこで、九州男児についてのイメージについての先行研究を参照した。

　　福岡工業大学が平成１４年６月から７月にかけて行った調査によると、『あなたがイメージする「九州男児」に好感が持てますか』の質問に対して、「好感がもてる」は７９．４％、「好感が持てない」が２０．６％であった。この結果について、同調査では、他の質問項目である「九州男児という言葉を使ったことがある」との回答のうち、「どちらかといえばよい意味で用いることが多い」との回答が９１．８％であったことを踏まえ、「『九州男児』という言葉からイメージされる好感度は、従来からいわれているよりもかなり高くなってきている」と結論づけている。調査対象者は熊本を除く九州６県の大学生１，３９０名、と保護者１２５名の計１，５１５名。
〔九州男児とは〕

　　川添昭二・瀬野精一郎編：九州の風土と歴史，山川出版社（１９７７）ｐ３３２
　　九州男児という呼び名は、今でもかなり一般的に用いられている。これはいわゆる九州出身の男という意味だけではなく、それが用いられる場合、特殊な共通した属性を有しているものとして一般に受け取られる。それは、「江戸っ子」「京女」などと同様に、人びとにある種の共通したイメージを頭の中に描かせる。
九州男児という言葉から受けるイメージは、好意的にみればきわめて男性的で剛毅木訥、重厚でバイタリティに富み、かつ情熱的で細かいことに拘泥せず、責任感が強く、犠牲的精神に富み、危険にのぞんで勇猛心を発揮し、あらゆる困難にも動ぜず、それに耐え忍んで最後にそれに打ち勝つ、頼り甲斐のある男児といったところであろう。
反面、いささか悪意的にみれば、粗野でスマートさに欠け、鈍重で機転がきかず、おだてれば利害得失を忘れて猪突猛進し、いささかお調子者で、激しやすく、怒らせば手がつけられないが、おだてて使えば上司に対する服従心に冨み、忠実な部下になるとの評価であろう。
したがって、九州男児と呼ばれるときは、その使われる時と場合、使う人の態度によって賞揚して使われているか、軽蔑揶揄して使われているかを判断する必要があるだろう。
【提言内容】具体的かつ明確に。

〔九州男児認定制度の創設〕

◆　認定制度における「九州男児」とは

・　九州男児については既記載の文献からの引用のとおりである。着目すべきは、①九州出身者のみを対象とした呼称ではなく、その気質の同質性を言い表すということ、②よい意味と悪い意味とで使われるため、使われる時と場合に応じて判断が必要であるといこうことである。①については、認定対象者を九州に生まれ育った者に限定する必要がないことを、②については、よい意味で使う場合に限定した九州男児のイメージとはこういうものだということを特定する必要があることを裏付けている。
・　そこで、この提言での「九州男児」の定義を以下に示す。

· 九州男児の定義は「クールで熱い」

· 出生地ではなく「クールで熱い」のであればそれは九州男児である。

◆　認定制度とは
・　クールで熱いことを行動で示すことで、九州男児に認定される。身体的なハードさが要求されるような祭やイベントに参加することで九州を体感し、ご当地検定を取得することで九州を知り、ボランティア活動に参加することで九州に貢献する。この３つのテーマをクリアするごとにポイントが付与され、３級から１級までの難易度に応じた認定がなされる。
　◆　九州を体感する祭やイベントへの参加

・　参加するに当たって九州が体感できる祭りでなければポイントにはならない。想定している祭には、例えば、長州町の「的ばかい」がある。
· 「的ばかい」は毎年１月に長洲町の四王
子神社で開催される、約850年の歴史
と伝統を受け継ぐ、勇壮勇敢なまつり。
締め込み姿の男達が、無病息災や家内安全
を願い、藁や麻で編まれた「的」を神社か
ら有明海にかけて奪い合う。
まさに男の中の男でなければ寒さに耐え
　て最後まで参加することはできない。かつては、長州町内で成人を迎える男性のみで開催されていた祭だが、参加者が減ったことから、今では地域外の人でも参加できる。逆に言うならば、地域外からの参加者がなければ的を奪い合うのに充分な陣形をつくる人数が確保できない状況となっている。
・　九州各県の的ばかいのような祭に参加することで、ポイントを集めることができる。祭だけではなく、例えば、阿蘇カルデラスーパーマラソンで１００㎞を完走したとか、佐賀県の鹿島ガタリンピックへの参加や、大分県の由布院牛喰い絶叫大会で絶叫したなどもポイントの対象となる。一回で獲得できるポイント数の多さは、その祭やイベントに参加することのハードさや参加形態が、「クールで熱い」ことをどれだけ証明するか、その度合いに応じてポイントが付与される。
　◆　九州を知るご当地検定等の取得

・　祭やイベントの参加だけでは九州男児になることはできない。現在、九州においては、九州観光マスター検定試験など１０を越えるご当地検定が実施されている。これらのうち、参加者が興味のある検定を選択し、勉強に励み、取得する。「クールで熱い」ことは、体力だけでは証明できない。何事もバランスが大事である。このカテゴリーにおけるポイントもご当地検定の級などの難易度に応じてポイントが付与される。

◆　九州に貢献するボランティア活動への参加

・　例えば阿蘇の野焼きについて担い手の高齢化が問題となっている中、公益財団法人阿蘇グリーンストックが取り組む市民ボランティアによる野焼き･輪地切り支援活動に参加するなどの活動が考えられる。また、地域の催しを手伝うための担い手として貢献したことを実施団体が証明すれば、このカテゴリーでのポイントの付与対象となる。
◆　ポイント対象となる祭や事業の選定について

・　祭やイベントについては、運営主体から事務局に対して登録申請を受け付ける形式を採る。あらかじめ基準等を設け、九州内の各自治体や観光協会を通じて広く呼びかける。

・　ご当地検定の実施主体には、利用者増が見込めることから、制度に対する理解と協力を求める。

・　ボランティアにおいても、社会福祉協議会やＮＰＯ、ボランティア団体等に広く呼びかけ、海でのゴミ回収やイベント実施など人手を必要とする作業を実施しているところを想定して広く呼びかけ、登録申請を受け付ける形とする。
◆　認定証の交付

・　認定証には九州地方知事会会長の印が押されたものを交付する。
【考察】

期待される効果、実現可能性、限界や乗り越えるべき課題とその対処方法など。
　◆　期待される効果

　・　主に以下の３つが期待できる。　　

●　九州にアイデンティティを感じる人が増える

　　九州に住む人々が九州に関心を寄せる機会が増え、九州に住んでいることへの誇りや一体感を感じることにもつながっていき、九州にアイデンティティを感じる人が増える。このことは、今後の道州制の議論の前提となる「九州という枠組みで地域を捉える思考フレームを持った人」がこの制度を通じて多く輩出されるということにつながる。

●　地域振興の担い手確保

　　地域の祭やイベント等における、参加したい人、して欲しい人をつなぐ装置としての機能と効果が期待できる。

●　就職活動に有利

　　例えば、九州の大学から関東・関西へ就職を希望する学生が、面接のエントリーシートの資格欄に「資格名：九州男児１級、認定機関：九州地方知事会」と記載することで人事担当者から「彼はかなりクールで熱い」と印象づけることができれば大きなアドバンテージを得ることができる。面接の際の話題にも事欠かないだろう。そうした経験を経て内定をもらった学生は、九州に対するアイデンティティがさらに高まり、いつの日か有意な人材として九州にＵターンしてくることも大いに期待できる。
　◆　事業展開
・　グッズ発売（九州男児の意匠登録）

・　海外からの九州男児認定希望者の受け入れ（九州におけるテーマ型観光の推進）

◆　実現可能性について
　・　多額の予算が必要ではないため、事務局体制が固まればいつでも実施できる。
　・　賛同者が１万人になったら制度がスタートすることができるようにし、情報の獲得状況や登録数を更新していく作業過程を公開することで、日々賛同者を増やしていくようなプロモーションも考えられる。
　◆　乗り越えるべき課題とその対処法

・　九州男児認定制度における女性参加者の獲得をどうするかが課題。女性参加者については九州女児あるいは九州乙女といった認定名称とすることを検討する必要がある。
・　九州男児という無形の地域資源を制度に組み込むことで矮小化してしまう恐れがある。しかし、活用できる地域資源が手つかずであることの機会損失は計り知れない。

　　また、現在の九州男児という言葉から連想されるイメージが特定のジャンルに独占される可能性もあるため、地域振興という多くの人が共有できる位置に留めておくためにも認定制度を推進する必要がある。

九州における道州制への移行が検討されている中、九州地域の今後のあるべき姿を議論する際に不可欠な九州に住む人々の関心が喚起されないままである。








道州制への移行実現の基礎となる住民自身の九州への関心を高めると伴に、九州地域の活性化に一定の役割を果たすことを目的とする。





九州での祭への参加やご当地検定の取得でポイントを累積すると、九州地方知事会から「九州男児認定証」が交付される制度を創設する。











